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平成28年活動報告書

中
田
中
の
二
期
目

１
年
間
の
総
括

き　　　　　 　　ふう　　　　　　　　かい 

【役職・資格等】・稲城市議会議員（二期・現職最年少）・同 建設環境委員
会委員・同 議会運営委員会委員・多摩川衛生組合議会議員・稲城市消防
団第六分団班長・稲城青年会議所理事長・稲城市バドミントン連盟（市男
子代表選手）・稲城まちかど楽友協会理事・杉山神社奉賛会理事・平尾宅
地分譲自治会事務局長・平尾宅地分譲自主防災組織本部委員・日本防災士
機構認定防災士・日本赤十字社 救急法救急員・関東総合通信局陸上特殊
無線技士・法政経友会会員・林英臣政経塾塾士 ( 第 9 期 ) 、他

子育て世代、腹をくくった脱サラ議員２名。二期目も皆様のご信任に誠心誠意応えます !!

法政大卒→㈱リクルートメディアコミュニケーショ
ンズ ( 現ＲＣＯ )。結婚を機に幼少期を過ごした平
尾へ。平成 23 年稲城市議会議員初当選、現在２期目。
昭和 57 年 5 月生、O 型。妻子（娘３人）、親世帯、
愛犬１匹と昔ながらの「大家族暮らし」を実践中。

【役職・資格等】・稲城市議会議員（二期）・同 福祉文教委員会委員長・
稲城市土地開発公社 評議員・稲城市青少年問題協議会 委員・青少年育
成若葉台地区委員会 地区委員・若葉台体育振興会 会員・若葉台夏祭り
実行委員会 委員・若葉台ワルツの杜自治会 役員・若葉台ワルツの杜管
理組合法人理事長・若葉台ワルツの杜自主防災組織本部長・若葉台ワル
ツの杜防火管理者・日本防災士機構 認定防災士、他

◆議員番号 14 番、　鈴木 誠　すずきまこと　（33 歳） ◆議員番号 13 番、　中田 中　なかたあたる　（46 歳）

　

市
議
会
議
員
は
、
議
会
で
市

に
直
接
質
疑
が
で
き
る
と
い
う

恵
ま
れ
た
立
場
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
機
会
を
最
大
限
活
用
し

て
、
住
民
福
祉
の
向
上
を
図
る

の
が
務
め
で
す
。
そ
の
機
会
を

最
大
限
活
か
す
に
は
、
市
に
対

し
て
「
い
い
質
問
」
が
で
き
な

け
れ
ば
話
に
な
り
ま
せ
ん
。
私

が
一
期
４
年
の
経
験
か
ら
学
ん

だ
「
コ
ツ
」
は
３
つ
あ
り
ま
す
。

１
．
自
分
の
強
み
を
活
か
す
こ
と

　

行
政
の
プ
ロ
で
あ
る
職
員
に

は
付
け
焼
刃
の
知
識
や
経
験
で

は
歯
が
立
ち
ま
せ
ん
の
で
、
自

本年は稲城青年会議所第 41 代理事長、消防団班長という成長の場をい
ただきました。地域活性化に、消防操法大会に、全力で取り組む所存です！

若葉台公園北側の竹藪をボランティアの皆さんと整備してい
ます。議員である前に地域の一員として活動しています。

都立科学技術大（現 首都大）卒→日本 HP、日本
IBM。第 2 子誕生を機に自然・教育環境の充実し
た稲城市に惚れ込み転居。若葉台ワルツの杜在住。
平成 20 年に稲城市教育委員、平成 23 年に稲城
市議会議員初当選、現在２期目。昭和 44 年 6 月
生まれ B 型、妻子 ( 息子 1 娘 1）愛犬 1 匹と同居。

分
の
得
意
分
野
で
勝
負
し
ま

す
。
私
の
場
合
は
Ｉ
Ｔ
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
や
教
育
委
員
の
経
験

を
踏
ま
え
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
や
戦

略
策
定
、
教
育
分
野
な
ど
と
な

り
ま
す
。

２
．
自
ら
の
現
場
体
験
に
基
づ
く
こ
と

　

地
域
防
災
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
な
ど
、
自
分
の
関
心
の
あ

る
分
野
に
つ
い
て
は
、
自
ら
が

地
域
活
動
の
現
場
（
自
主
防
災

組
織
や
夏
祭
り
な
ど
）
で
汗
を

か
き
、
そ
こ
で
気
づ
い
た
課
題

や
問
題
意
識
を
市
に
問
い
た
だ

し
ま
す
。

３
．
外
部
か
ら
の
学
び
を
反
映
す
る
こ
と

　

自
分
の
過
去
や
地
元
で
の
経

験
だ
け
で
は
、
ど
う
し
て
も
視

野
が
狭
く
な
り
ま
す
。
積
極
的

に
セ
ミ
ナ
ー
や
展
示
会
な
ど
に

足
を
運
び
、
情
報
収
集
を
行
っ

て
い
ま
す
（
昨
年
度
は
有
料
・

無
料
合
わ
せ
て
セ
ミ
ナ
ー
を　

日
受
講
）。
そ
こ
で
得
ら
れ
た

新
し
い
知
識
を
質
問
に
取
り
込

み
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
考
え
方
で
、
６

月
議
会
で
は
小
中
学
校
の
教
育

用
パ
ソ
コ
ン
の
更
新
、
９
月
議

会
で
は
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
成
総
合
戦
略
に
つ
い
て
、

　

月
議
会
で
は
オ
ー
プ
ン
デ
ー

タ
の
考
え
方
、
若
葉
台
セ
ン

タ
ー
地
区
や
市
立
公
園
の
交
通

安
全
・
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
、
３

月
議
会
で
は
自
主
防
災
組
織
の

自
助
・
共
助
に
対
す
る
意
識
改

革
、
と
い
っ
た
内
容
の
質
問
を

し
て
き
ま
し
た
。

　

二
期
目
当
選
か
ら
一
年
、
４
回

の
本
会
議
と
無
数
の
委
員
会
を
経

た
春
。
こ
れ
ま
で
の
提
案
に
花
が

咲
き
、
実
を
結
び
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

初
当
選
時
の
平
成 　

年
第
３

回
定
例
会
で
提
案
し
た
「
観
光
担

当
の
設
置
」
は
、
従
来
の
経
済

課
を
経
済
観
光
課
に
変
え
、
観

光
担
当
課
長
を
新
規
設
置
、
こ

の
３
月
に
稲
城
市
観
光
基
本
計

画
が
策
定
さ
れ
る
迄
に
至
り
ま

し
た
。
そ
し
て
直
近
の
４
月

　

 

日
に
は
『
い
な
ぎ
発
信
基
地
ペ

ア
テ
ラ
ス
』
が　

 

南
武
線
稲
城
長

沼
駅
高
架
下
に
開
設
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
す
で
に
工
事
が
着
工
し

て
い
る
（
仮
称
）
稲
城
消
防
出
張

所
も
平
成　

 

年
４
月
の
開
所
に
向

け
て
着
々
と
工
事
が
進
み
、
併
せ

て
同
地
の
平
尾
・
坂
浜
・
若
葉
台

www.inagi.info www.ataru-nakata.com

平尾古民家にて 若葉台公園裏の竹やぶにて

■稲城市議会会議録の検索と閲覧　http://asp.db-search.com/inagi-c/　　■稲城市議会映像検索システム　http://www.inagi-city.stream.jfit.co.jp/

市
民
の
利
便
向
上
、

不
安
払
拭
を
着
実
に
！

を
繋
ぐ
期
待
の
多
３
・
４
・　

号

坂
浜
平
尾
線
も
、
来
た
る
５
月
に

は
平
尾
側
か
ら
稲
城
第
二
中
学
校

に
至
る
ト
ン
ネ
ル
含
む
一
部
区
間

が
通
行
可
能
と
な
る
予
定
で
す
。

　

平
成 　

年

第
２
回
定
例

会
で
提
案
し

た
矢
野
口
の

三
沢
川
親
水

公
園
へ
の
救

助
用
浮
具
設

置
も
こ
の
度
東
京
都
の
協
力
を
得

て
先
日
に
実
現
致
し
ま
し
た
。

　

課
題
は
大
か
ら
小
ま
で
数
多
く

あ
り
ま
す
が
、
批
判
一
辺
倒
で
な

く
、
現
実
的
提
案
を
出
す
こ
と
を

基
軸
に
し
っ
か
り
と
働
き
ま
す
。

誠 中

26

12

17

29

JR

23

23

41



―
二
人
と
も
再
当
選
を
果
た

し
、
起
風
会
を
再
結
成
さ
れ

ま
し
た
。
前
号
が
大
き
な
反

響
で
し
た
の
で
、
今
号
は
紙

面
拡
大
し
忌
憚
な
く
伺
い
ま

す
。
早
速
で
す
が
３
０
０
０

署
名
を
超
え
る
「
ｉ
バ
ス
早
期

改
善
要
望
書
」
が
市
に
提
出

さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
が
―

鈴
木
：
ま
ず
、
私
共
２
名
を
ご

信
任
い
た
だ
き
再
び
議
会
へ
と

送
り
出
し
て
下
さ
っ
た
皆
様
に

深
い
感
謝
を
申
し
上
げ
、
期
待

以
上
の
働
き
を
持
っ
て
お
返
し

す
る
こ
と
を
お
約
束
し
ま
す
。

　

初
出
馬
時
か
ら
の
目
標
で
あ

る
「
世
代
循
環
型
の
街
」
を
目

指
し
て
精
進
し
て
参
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
の
ご
指
導
ご
鞭

撻
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

現
在
の
ｉ
バ
ス
は
平
尾
住
民

の
一
人
と
し
て
も
、
市
役
所
や

市
立
病
院
等
へ
の
ア
ク
セ
ス
が

非
常
に
悪
く
、
左
右
循
環
を
中

心
と
し
た
路
線
に
変
え
る
べ
き

と
考
え
て
い
ま
す
。
現
段
階
で

稲
城
市
地
域
公
共
交
通
会
議
に

出
て
い
る
新
路
線
７
案
の
内
、

循
環
路
線
型
を
推
進
し
て
お
り

ま
す
し
、
実
際
、
地
域
公
共
交

通
会
議
委
員
で
あ
る
自
治
会
代

表
の
皆
様
に
も
そ
の
方
向
で
鋭

意
検
討
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

―
「
早
期
」
の
実
現
に
、
無
条

件
で
賛
同
し
な
い
の
で
す
か
―

中
田
：
そ
う
で
す
ね
、
私
も
若

葉
台
在
住
の
方
か
ら
早
期
改
善

の
訴
え
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
ダ
イ
ヤ
作
成
、
労

働
組
合
協
議
、
認
可
期
間
、
周

知
期
間
等
、
最
短
で
も
約
７
ヶ

月
を
要
し
、
公
共
交
通
会
議
出

鈴
木
：
い
え
、
早
期
改
善
自
体

は
利
用
者
の
本
音
で
あ
り
切
実

な
願
い
で
す
、
そ
の
よ
う
な
こ

と
が
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

以
前
よ
り
一
般
質
問
や
委
員

会
に
お
い
て
、
区
画
整
理
が

進
み
市
内
全
体
の
交
通
網
が

整
う
な
ら
ば
、
交
通
結
節
点

を
創
出
し
「
ハ
ブ
＆
ス
ポ
ー

ク
式
」
の
ｉ
バ
ス
路
線
に
す

べ
き
と
提
案
し
て
お
り
ま

す
。
是
非
と
も
多
く
の
方
々

か
ら
ご
意
見
や
名
案
を
賜
り

つ
つ
、
更
な
る
改
善
に
向
け

て
働
き
か
け
て
参
り
ま
す
。

―
前
号
一
面
で
言
及
さ
れ
た
長

峰
地
区
の
空
き
地
へ
商
業
以
外

の
企
業
が
入
る
問
題
に
つ
い

て
、
そ
の
後
、
議
会
は
ど
の
よ

う
な
動
き
を
さ
れ
ま
し
た
か
―

鈴
木
：
前
回
選
挙
後
直
後
の
６

月
議
会
の
一
般
質
問
で
同
問
題

に
触
れ
た
議
員
は
私
共
２
名
含

め
て
も
全
部
で
僅
か
３
名
、
正

直
な
話
、拍
子
抜
け
し
ま
し
た
。

継
続
し
て
提
案
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
こ
の
よ
う
な
問
題
を

繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
「
稲
城

市
ま
ち
づ
く
り
条
例
の
制
定
」

を
建
設
環
境
委
員
会
に
て
提
案

し
、
他
委
員
の
理
解
を
得
て
特

定
所
管
事
務
調
査
事
項
と
し
て

調
査
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
来
年
春
ま
で
に
は
条

例
案
を
ま
と
め
、
よ
り
市
民
の

声
を
反
映
し
た
ま
ち
づ
く
り
が

可
能
と
な
る
よ
う
「
罰
則
」
を

含
む
、
法
的
な
拘
束
力
を
持
っ

た
条
例
制
定
に
向
け
提
案
者
と

し
て
全
力
で
動
い
て
お
り
ま
す
。

席
委
員
の
皆
様
に
頑
張
っ
て
頂

い
て
、
何
と
か
本
年
９
月
迄
に

新
路
線
が
決
定
さ
れ
て
も
平
成

　

 

年
４
月
開
始
に
な
る
計
算
。

　
「
早
期
改
善
！
」
と
恰
好
良

く
叫
び
た
い
で
す
が
、
私
共
は

じ
め
市
議
会
で
は
右
記
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
十
二
分
に
理
解
し

て
い
ま
す
。
如
何
に
市
民
の
最

多
理
解
を
得
ら
れ
る
路
線
を
選

べ
る
か
、
今
は
慎
重
か
つ
着
実

に
進
め
る
時
と
い
う
認
識
で

す
。
政
治
と
は
市
民
感
情
を
無

責
任
に
煽
る
の
で
は
な
く
、
同

じ
失
敗
を
繰
り
返
さ
な
い
よ
う

に
尽
く
す
こ
と
が
重
要
で
す
。

―
同
課
題
が
政
治
的
に
利
用
さ
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
―
　

私
は
お
約
束
通
り
、
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
改
定
を

起
風
会
に
聞
く

一
年
前
に
た
く
さ
ん
あ
っ
た
課
題
、

そ
の
後
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
？

«

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
：
近
藤
信
彰»

―
も
う
一
つ
話
題
の
「
米
国
加

州
フ
ォ
ス
タ
ー
シ
テ
ィ
と
の
姉

妹
都
市
提
携
」
に
つ
い
て
は
ど

の
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
か
―

中
田
：
私
は
海
外
姉
妹
都
市
提

携
に
賛
成
の
立
場
で
す
。
若
葉

台
地
区
に
住
ん
で
い
た
方
が
総

領
事
と
し
て
現
地
に
赴
任
し
て

い
た
際
、
姉
妹
都
市
提
携
の
話

が
出
た
と
聞
き
ま
す
。
野
沢
温

泉
村
と
の
交
流
も
前
教
育
長
の

提
案
か
ら
、
大
空
町
と
の
交
流

も
同
町
出
身
の
校
長
先
生
か
ら

始
ま
っ
た
も
の
。
過
去
の
事
例

と
比
べ
て
も
、
最
初
の
き
っ
か

け
と
し
て
遜
色
あ
り
ま
せ
ん
。

　

メ
カ
デ
ザ
イ
ナ
ー
ズ
サ
ミ
ッ

ト
や
ペ
ア
テ
ラ
ス
な
ど
の
事
業

と
同
様
に
、
海
外
姉
妹
都
市
提

携
に
つ
い
て
も
、「
稲
城
市
の

魅
力
を
高
め
る
取
り
組
み
」
の

一
つ
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

平
成　

 

年
度
予
算
で
は
提

携
先
を
特
定
せ
ず
、
市
民
会
議

の
意
見
に
合
わ
せ
柔
軟
に
対
応

で
き
る
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

―
と
こ
ろ
で
、
予
算
と
い
え
ば

こ
の
３
月
に
審
議
可
決
さ
れ
た

平
成   

年
度
予
算
が
史
上
２
番

目
の
大
型
予
算
な
の
で
す
が
―

中
田
：
今
は
周
辺
自
治
体
間
競

争
に
打
ち
勝
ち
、
住
民
に
選
ば

れ
る
自
治
体
を
目
指
す
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
健
全

財
政
を
維
持
し
つ
つ
、
地
域
の

魅
力
を
高
め
る
投
資
も
行
う
バ

ラ
ン
ス
感
覚
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

今
予
算
で
は
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
構
築
や
待
機
児
童
対
策
、

土
地
区
画
整
理
事
業
な
ど
重
要

施
策
に
も
適
切
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

鈴
木
：
起
風
会
と
し
て
は
、
予

算
案
に
対
し
多
く
の
意
見
と
注

文
を
付
け
ま
し
た
。

　

そ
れ
ら
が
反
映
さ
れ
た
上

で
、
経
済
情
勢
や
社
会
情
勢
の

変
化
、
参
議
院
選
挙
も
含
め
た

国
政
・
都
政
の
動
き
に
合
わ
せ

「
機
動
的
」
な
市
政
運
営
に
取

り
組
む
こ
と
を
強
く
期
待
し
、

賛
成
し
て
お
り
ま
す
。

大空町を会派で
訪問し、国内姉
妹都市としての
今後の展望を協
議したことも。

「ｉバス検討の進捗状況を市民に見せるべき」と
提案した結果、状況報告を車内掲載することに。

一期目と同じく、議場最前列の議席番号 13・14 番を確保。
二期目も互いの長所を活かし、市政発展に全力を尽くします！

―
最
後
に
、
二
期
目
と
な
る
起
風
会
の

目
標
・
方
針
を
聞
か
せ
て
下
さ
い
―

中
田
：
一
期
目
同
様
、
初
心
を
忘
れ

ず
、
選
挙
向
け
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で

は
な
く
、
地
に
足
を
つ
け
、
現
場
で

汗
か
き
、
不
正
な
く
、
批
判
と
同
時

に
提
案
を
す
る
こ
と
を
念
頭
に
置
い

て
行
動
す
る
こ
と
を
約
束
し
ま
す
。

　

地
域
に
根
ざ
し
た
防
災
人
と
し
て
、

子
育
て
世
代
（
社
会
を
支
え
る　

 

～

　

 

歳
代
）
の
一
員
と
し
て
、
責
任
を

持
っ
て
次
世
代
の
た
め
に
よ
り
良
い

街
づ
く
り
に
励
み
、「
起
風
会
」
の
名

前
に
恥
じ
ぬ
よ
う
、
稲
城
市
議
会
に

風
を
起
こ
し
続
け
て
参
り
ま
す
。

鈴
木
：
一
期
目
と
は
違
い
二
期
目
は

更
な
る
結
果
を
出
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。 　

歳
で
未
だ
最
年
少
議

員
の
立
ち
位
置
と
い
え
ど
、
も
う
新

人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
議
会
の
中

核
と
な
る
心
構
え
が
必
要
、
気
合
が

入
り
ま
す
。「
無
風
会
」
な
ど
と
笑

わ
れ
ぬ
よ
う
、
精
進
あ
る
の
み
で
す
。
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